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12＞其他

　　イ）各地問合せの結果，朝鮮木浦の藤森氏，大瀬崎の寵坂氏より怪火の

　　　　話は聞かないとの由，爾上海，門司の汽船會批支店，同夜玄海回航

　　　　海中であった瑞四三，亜米利加丸，長江丸，等に問合しましたが返

　　　　信なく，佐多岬燈壷，坊ノ津燈豪からも返信ありませんでした．

　　口）今後新聞等に大流星の飛んだらしい記事のある時は直ちに新聞を利

　　　　用して實見者の記憶の新しい聞に實見談，スケッチ等邊附してもら

　　　　ふ事が第一です．

結び

　　以上記しました様に火魂とか人魂とか無音怪飛行機とか大騒ぎしました

　　怪火もその正髄は珍らしい大流星でありました，無音飛行機なら面白か

　　つたのでしたが淺念でした。早く日本で音のせぬ飛行機を完成し度いも

　　のです．

　　　　　　　天界　4月號　坂元氏の文の正誤

　　　　　　頁　　　行　　　誤　　　　　　　　正

　　　　　　表　題　　　　昭和八年　　　　　昭和九年

　　　　　　216　　　1　　永井鹿右衛門氏　　永井庶右衛門氏

　　　　　　　ク　　15　　東に東　　　　　　南々東

　　　　　　　ク　　　33　　川尻温泉（；某氏）　　川尻温泉（小田辰巳氏）

　　　　　　217　　15　銘杉山　　　　　　錠折山

　　　　　　　〃　　　　　27　　　機管t二　　　　　　　　　　　機首【こ
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5月申に於ける火星の中央纒度（毎　K21時）
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◎本年三月京大理學部宇宙物理學教室を卒業された新理學士は下の二氏である・

　　　　　　理學士公友武彦氏，　恥辱士高倉正明K


